
札幌市立東川下小学校 

学びの基盤となる【読書】 

【読書】キャラクター「おっほん」 

札幌らしい特色ある学校教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おっほんシート 

実施期間 

【10／23～12／24】 

読書活動の取組 
 

情報センターとしての機能 
 

 

■「朝日小学生新聞・読売 KODOMO新聞」 

地域の方や保護者の方の御厚意により、朝日小

学生新聞と読売 KODOMO新聞が寄贈されていま

す。新聞から情報を得ることに慣れたり、最新の情

報に触れるよさを味わったりすることができてい

ます。  

 

■「新刊紹介コーナー」 

司書や読み聞かせボランティアの方が、新刊や

おすすめの本を紹介する掲示を作っています。季

節や行事に合わせて子どもたちの目を引く掲示・

展示をしています。子どもたちは通るたびに楽し

そうに見たり、借りたりしています。 

読書センターとしての機能 
 

 

 

■「読み聞かせの充実」 

学校司書や図書ボランティアの皆様が、月に２

回程度、１～３年生と特別支援学級を中心に「朝の

読み聞かせ」を行っています。読んだ本を図書館に

展示し、図書館に行くきっかけとしました。さら

に、学期に一度、全学年対象の「昼休みの読み聞か

せ」も実施しています。 

■「学級文庫の充実」 

ＰＴＡや図書ボランティアの皆様の協力を得 

て、それぞれの学年に合った学級文庫を整備して 

います。ブックトランクに入れた学級文庫を、定期 

的に低・中・高学年ブロック間でローテーションさ 

せ、本を選ぶことが苦手な児童でも、たくさんのよ 

い本に触れるきっかけとなっています。 

学習センターとしての機能  

 

■「教科書掲載の本」 

教科書に載っている本コーナーを設けており、

各学年のおすすめの本として多数蔵書されていま

す。子どもたちが学習で活用したいときに、すぐに

手に取り見ることができます。 

 

■「本は友達 月間」 

国語「本は友達」の学習で作成した紹介カードや 

本のポップ、図書委員会が作成したポスターなど

掲示し、子どもたちが本に親しむきっかけとして

います。興味を惹くようなおすすめカードを見て、

おもしろそうな本を発見しています。 


